
目次

11
目的


12
適用範囲


13
打合せにより確認する事項


13.1
着工前の打合せ事項


13.2
工事中毎日打合せしなければならない事項


24
工事仕様明細


24.1
準備作業


24.2
芯出し検査作業


24.3
取り外し、分解、掃除


34.4
検  査


34.5
修理、組み立て


44.6
試運転




1 目的

本ガイドラインは、遠心ポンプの保全工事一般の仕様明細について規定する。

2 適用範囲
(1) このガイドラインは、遠心ポンプの保全工事に適用する。
(2) このガイドラインは、遠心ポンプの保全工事に関する一般的事項を示すもので機器固有の特定事項については、その都度定める。
(3) このガイドラインに規定する以外の事項で安全に関するものについては、別途、安全規則類に規定する。

(4) このガイドラインに定める事項等に疑義が生じた場合は、協議によって決定するものとし、独断で仕様及び手順の変更をしてはならない。

3 打合せにより確認する事項
打合せにより確認する事項は、次に示すとおりとする。
3.1 着工前の打合せ事項
(1) 工事目的
(2) 機器の構造確認(図面による確認)

(3) 工程(3日間以上要する工事については、工程表を作成の事)

(4) 工事方法
(5) 安全衛生に関する事項
(6) 作業担当者の確認
(7) その他必要と認める事項
3.2 工事中毎日打合せしなければならない事項
(1) 当日作業内容及び問題点
(2) 翌日作業予定内容
(3) 検査後の修理部位、方法
(4) 安全衛生に関する事項
(5) その他、必要と認める事項
4 工事仕様明細
4.1 準備作業
工事着工に先立って実施する準備、安全確認事項は次に示すとおりとする。
(1) 工事に必要な部品、工具、保護具等を予め準備手配しておくこと。
(2) 遠心ポンプの吸込み弁、吐出弁(エキスターナールフラッシング使用機器については、ポンプ側元弁)が閉止され｢開放禁止｣の標示板が取り付けてある事を確認すること。
(3) 遠心ポンプの駆動機が、電動機の場合、操作スタンドに｢運転禁止｣及び、｢電源遮断｣の標識が取り付けられ、操作スタンドが切ロックされていることを確認する。又蒸気駆動の場合は、主蒸気元弁及び、排気弁が閉止され、主蒸気元弁に、｢開放禁止｣の標示板が取り付けられており､シャフトが完全に停止している事を確認すること。
(4) 高温ポンプの場合、開放はケ－シングが手で触れられる温度に下がってから開放のこと。
(5) 仕切弁に漏洩があり、流体が可燃物・危険物の場合、仕切板を挿入すること。
(6) 空気､清水､蒸気等用役類を使用する場合のバルブ開閉操作は使用担当課が行う。ただし、予め使用担当課の許可を得て、「操作許可弁」の表示が取り付けられたバルブについては、保全関係者が操作することができる。
4.2 芯出し検査作業
(1) 芯出し作業は別途定める「作業標準(芯出し検査)」に準拠して行うこと。
(2) 芯出し作業は駆動機側で行い、ポンプケーシング取り付けナット等で調整を行ってはならない。ただし、駆動機側が固定され調整出来ない場合は、保全担当課の指示を受けてポンプ側で調整すること。
(3) 芯出し調整用のライナーは、18-8系ステンレス鋼等腐食しない材質の物を使用し可能な限り挿入枚数を少なくすること。
(4) 高温ポンプの芯出しは、別途指示によりホットアライメントを実施する。
4.3 取り外し、分解、掃除
(1) 分解に際しては、構造を十分理解し分解の方法及び順序を間違えないようにする。
(2) 分解に際しては、予め外部の清掃手入れを実施すること。
(3) ＬＰＧ等可燃性ガスポンプの分解に際しては、保全担当課の指示により安全工具を用いること。
(4) 分解に際しては、治具等正規の工具を用い、機械部品に損傷を与えぬ様十分注意すること。
(5) 分解に際しては、合印に注意し組み立て時は正規の位置に復旧すること。必要に応じて組み立て寸法を計測しメモしておく。
(6) 取り外した部品類及び工具類は整理整頓を行い、発錆、損傷のないように油に浸けるか油を塗布しビニール・テープ等で覆いをすること。
(7) 分解後のケーシング及び配管等は十分な掃除を行いゴミ等の混入のないようにテープ・ビニール等で覆いをする。
(8) スラッジ・スケール・廃ウエス等は、別途規定「工事廃材処理に関するガイドライン」に従って処分すること。
(9) 洗油は灯油を使用し廃油については予め準備された金属容器に収納した後、指定場所へ運搬処理すること。尚特殊な溶剤等を使用するときは予め保全担当課長の許可を得ること。
(10) 直接火気使用付近での洗油使用は禁止する。
(11) クレーン又は手動チェーンブロックを使用する場合は「保全作業安全細則」、並びに「工事安全細則」に基づき行うこと。
(12) 取り外したポンプの分解組み立て作業は機械検査室にて行うものとするが、両持ちポンプその他運搬に支障を来たすポンプの分解及びメカ漏れ修理作業等は保全担当課及び使用担当課の許可を得て現場作業を行うことができる。
(13) ボルト類等のネジ部はワイヤーブラシで手入れをして、所定の焼き付き防止剤を塗布すること。
(14) ダイヤフラムカップリングの取り扱いに際してはダイヤフラムを傷つけぬよう十分気をつけること。
(15) 配管系のフランジを解放する場合は異物等入らぬ様、ビニール・テープ等で養生をすること。
(16) ポンプ周りの小口径配管を損傷せぬ様留意すること。
4.4 検  査
検査に際しては「作業標準(ポンプ)」に準拠して行う。
4.5 修理、組み立て
(1) 不具合箇所の修理、各部調整、その他取り替え部品等は全て保全担当課員の指示を受けて行うこと｡
(2) 機械加工が必要な場合、保全担当課員の指示により実施するが、仕様書での指示とし、口頭指示は行わない。
(3) 機械加工後の部品については、保全担当課員の指示により組み込み作業を行うこと。
(4) ガスケット類は規格品を使用し手切りのものは使用しないこと。
尚、規格外のシートガスケットが必要な場合は保全担当課員の指示を受け専用カッター等を用いて切断すること。
(5) カップリングボルト及びナットを取り替える場合はバランスを考慮し、組み立て前と同様にすること。
(6) 組み立て後余った部品はないか再確認すること｡
(7) メタライジング加工部品は、金属粉の残存がない様十分洗浄すること。
(8) ギヤ－カップリングを復旧する際は、スペ－サ内にグリ－スを充填すること。
4.6 試運転
試運転に際しては別途規定する「作業標準(遠心ポンプ)」及び「保全作業安全則 保全作業完了後の試運転作業」等に準拠して行う。

以上
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